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足
立
区
議
会
は
、
５
月
29
日
に
、

平
成
2�
年
第
１
回
臨
時
会
（
会
期
１

日
）
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

く
じ
ら
い
光
治
議
長
、
金
沢
美
矢

子
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
議
長
・

副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
鴨

下
稔
議
員
が
、
副
議
長
に
は
き
じ
ま

て
る
い
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
就
任

し
ま
し
た
。

　

議
長
の
指
名
に
よ
り
、
常
任
委
員

会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員

の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
及
び
特
別
委

員
会
の
設
置
等
に
伴
う
新
た
な
委
員

も
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
委
員
会

で
委
員
長
・
副
委
員
長
の
互
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
選
出
監
査
委
員
の
渡
辺
ひ
で

あ
き
議
員
、
う
す
い
浩
一
議
員
の
監

査
委
員
退
職
に
伴
い
、
後
任
監
査
委

員
と
し
て
、
藤
沼
壮
次
議
員
、
あ
か

し
幸
子
議
員
の
選
任
同
意
が
区
長
よ

り
求
め
ら
れ
、
議
会
は
こ
れ
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
、
観
光
振
興
調
査
特

別
委
員
会
、
公
共
施
設
更
新
・
再
配

置
調
査
特
別
委
員
会
及
び
温
暖
化
対

策
調
査
特
別
委
員
会
が
最
終
報
告
を
、

交
通
網
・
都
市
基
盤
整
備
調
査
特
別

委
員
会
が
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
、
常
任
委
員
会
と
し

て
新
た
に
予
算
に
関
す
る
こ
と
を
所

管
事
項
と
す
る
予
算
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
、
次
の
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

○
調
査
項
目

　

「
区
有
財
産
の
有
効
活
用
」
「
区

有
財
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
」

「
区
施
設
の
再
配
置
計
画
」
「
足
立

区
に
お
け
る
国
・
都
有
財
産
等
の
利

活
用
」
に
関
す
る
こ
と

○
調
査
項
目

　

「
子
ど
も
を
応
援
す
る
し
く
み
」

「
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
」
「
子
ど

も
の
学
び
、
遊
べ
る
環
境
」
「
子
育

て
支
援
」
に
関
す
る
こ
と

◇
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
用
パ
ソ
コ
ン  

　

の
購
入
に
つ
い
て

◇
足
立
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

◇
足
立
区
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

　

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
足
立
区
長
等
の
給
料
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
足
立
区
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

　

料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

◇
足
立
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
足
立
区
幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

◇
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
及
び

　

承
認
に
つ
い
て

　
　

足
立
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

◇
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
及
び

　

承
認
に
つ
い
て

　
　

財
団
法
人
足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー

　

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
助
成
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　
　

区
が
管
理
す
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

　

が
強
風
で
倒
れ
、
走
行
中
の
相
手

　

方
車
両
に
損
傷
を
与
え
た
賠
償
の

　

額
（
�6
万
8
千

893
円
）
の
決
定

◇
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更

　
　
（
仮
称
）
西
部
児
童
館
老
人
館

　

新
築
工
事
請
負
契
約　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
２
件

◇
足
立
区
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

◇
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対
し
厳
重
に

　

抗
議
す
る
決
議

子
ど
も
施
策
調
査
特
別
委
員
会

議
長
・
副
議
長
決
ま
る

 

臨時会

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る
！！

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る
！！

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る
！！

鴨
　

下
　
　

稔 

議
員

き
じ
ま
て
る
い 

議
員

議
　

長
に

副
議
長
に

就
任

鴨
　

下
　
　

稔 

議
員

き
じ
ま
て
る
い 

議
員

議
　

長
に

副
議
長
に

就
任

「議員（候補者等を含む。）からの寄付は、公職選挙法により、                    
  議員資格剥奪の罰則をもって禁止されています。」

　たとえば、お祭り・運動会・親睦旅行会・会合等の行事や、入学式・卒業式の
行事に対し、寄付・お祝い・差し入れ等をすることが禁じられています。
　また、個人に対して、お祝い金（入学・卒業等）・贈り物（お歳暮・お中元等）
をすることも禁じられています。
　なお、例外的に罰せられない行為として、議員本人が持参する結婚祝い・香典
があります。
　区民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
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（定数１０名）  

区 民 委 員 会
（定数８名）  

厚 生 委 員 会
（定数８名）  

建 設 委 員 会
（定数８名）  

文 教 委 員 会
（定数８名）  

予 算 委 員 会
（定数２５名）  

交通網・都市基盤整備 
調査特別委員会 
（定数８名）  

公 共 財 産
調査特別委員会 
（定数８名）  

子 ど も 施 策
調査特別委員会 
（定数８名）  

議 会 運 営 委 員 会
（定数１３名）  

産業環境委員会
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任
　

委
　

員
　

会

特
　

別
　

委
　

員
　

会

委　員　会　名 委　員　氏　名（ 委員長 　○副委員長） 

（平成21年5月29日現在） ▼足立区議会委員会委員名簿▼

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
決
ま
る

議
会
選
出
監
査
委
員
選
任
に
同
意

特
別
委
員
会
の
報
告

予
算
委
員
会
を
設
置

特
別
委
員
会
を
設
置

公
共
財
産
調
査
特
別
委
員
会

可
決
し
た
議
案

報

告

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

　

私
達
は
、
平
成
2�
年
第
１
回
臨

時
会
に
お
い
て
、
議
長
、
副
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

同
時
に
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
景
気
は
、
百
年

に
一
度
と
言
わ
れ
る
経
済
危
機
に

直
面
し
、
区
民
生
活
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
国
内
で
確
認
さ
れ
て
以
来
、
大

き
な
広
が
り
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。

区
で
は
、
感
染
拡
大
の
防
止
の
た

め
、
国
や
東
京
都
と
連
携
し
、
発

熱
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
、
医

療
体
制
の
確
保
等
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
社
会

情
勢
の
中
で
、
区
民
の
皆
様
の
生

命
・
財
産
を
守
り
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
万
全
を
期
す

こ
と
は
、
区
の
最
大
の
使
命
で
あ

り
ま
す
。

　

区
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

区
民
の
目
線
で
区
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、

区
民
の
皆
様
の
信
託
に
応
え
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
区
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

平
成
２１
年
第
１
回
臨
時
会

平
成
２１
年
第
１
回
臨
時
会

平
成
２１
年
第
１
回
臨
時
会

平
成
２１
年
第
１
回
臨
時
会

会
議
の
あ
ら
ま
し

会
議
の
あ
ら
ま
し

会
議
の
あ
ら
ま
し

議長
鴨下　稔

副議長
きじまてるい
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ち
づ
く
り
の
視
点
に
配
慮
し
た
施
策

の
推
進
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
今
春
に
実
施
し
た
「
花
め

ぐ
り
バ
ス
」
の
充
実
化
や
、
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
の
積
極
的
活
用
等
、
各
観

光
資
源
を
結
ぶ
交
通
網
の
充
実
も
必

要
不
可
欠
で
す
。

観
光
施
策
に
つ
い
て

　

区
で
は「
足
立
区
観
光
基
本
計
画
」

の
改
定
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。本

特
別
委
員
会
で
の
意
見
・
要
望
を
十

分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、よ
り
実
効
性

の
あ
る
計
画
策
定
が
重
要
で
す
。

　

最
後
に
、
誰
も
が
訪
れ
て
み
た
く

な
る
、
魅
力
に
溢
れ
た
足
立
区
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
願
い
、
本

特
別
委
員
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
「
公
共
財
産
の

有
効
活
用
」「
公
共
施
設
の
更
新
」「
公

共
施
設
の
再
配
置
」「
公
共
施
設
の

機
能
」
に
関
し
て
調
査
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

公
共
施
設
・
再
配
置
計
画
に
つ
い
て

　

区
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
に
施
設
の
活
用
策
や
用
途
の
見
直

し
を
行
い
、
施
設
と
そ
こ
で
提
供
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
再
構
築

す
る
と
い
う
発
想
で
、
計
画
的
に
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

公
共
施
設
の
機
能
に
つ
い
て

　

従
来
の
エ
リ
ア
配
置
型
か
ら
、
利

用
者
中
心
の
利
用
圏
配
置
型
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
網
の
利
便
性
向
上
に

よ
る
区
民
の
活
動
領
域
の
広
が
り
に

合
わ
せ
、「
日
常
利
用
施
設
」
と
「
広

　

今
臨
時
会
で
、
観
光
振
興
調
査
特

別
委
員
会
、
公
共
施
設
更
新
・
再
配

置
調
査
特
別
委
員
会
及
び
温
暖
化
対

策
調
査
特
別
委
員
会
は
、
調
査
を
終

了
し
最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
網
・
都
市
基
盤
整
備

調
査
特
別
委
員
会
が
中
間
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
特
別
委
員
会
は
「
地
域
資
源
の

活
用
」「
観
光
基
盤
の
整
備
」
等
の

調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

地
域
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

　

既
存
の
観
光
資
源
や
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
て
も
、
歴
史
・
文
化
ス
ポ
ッ
ト

へ
の
サ
イ
ン
設
置
等
、
付
加
的
な
要

素
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
話

題
性
や
魅
力
を
向
上
さ
せ
た
事
業
へ

と
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

よ
り
一
層
の
創
意
工
夫
を
重
ね
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

観
光
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

　

舎
人
公
園
に
つ
い
て
は
、
区
民
の

意
向
を
十
分
に
反
映
さ
せ
た
公
園
の

活
用
計
画
策
定
を
も
と
に
、
都
へ
整

備
等
を
強
く
働
き
か
け
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

西
新
井
大
師
に
つ
い
て
は
、
地
域

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
ま

成
し
、
協
働
の
場
を
提
供
し
て
い
く

た
め
に
、
「
あ
だ
ち
３
Ｒ
フ
ェ
ア
」

等
の
協
働
事
業
や
「
あ
だ
ち
エ
コ
ネ

ッ
ト
事
業
」
の
効
果
的
な
活
用
、
教

育
関
連
施
設
へ
の
温
暖
化
対
策
設
備

の
導
入
や
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
化
、

新
技
術
の
積
極
的
な
導
入
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
設
置
費
用
の
助
成
制
度

の
充
実
等
に
期
待
し
ま
す
。

　

足
立
区
が
地
球
温
暖
化
防
止
に
お

け
る
先
進
自
治
体
と
し
て
、「
日
本

一
地
球
に
や
さ
し
い
ひ
と
の
ま
ち
」

を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
要
望
し
、

本
特
別
委
員
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

　

交
通
網
の
整
備
及
び
誘
致
促
進
並

び
に
都
市
基
盤
整
備
に
関
し
て
調
査

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

区
内
鉄
道
路
線
の
高
架
化
に
つ
い
て

　

住
民
・
国
・
都
・
鉄
道
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
り
、
高
架
化
早
期
実
現

へ
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
、
竹

ノ
塚
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
を
計

画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
路
線
網
再
編
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

よ
り
利
便
性
の
高
い
バ
ス
路
線
網

の
整
備
と
交
通
不
便
地
域
の
解
消
に

向
け
、
バ
ス
事
業
者
へ
積
極
的
か
つ

継
続
的
な
働
き
か
け
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

都
市
基
盤
整
備
の
促
進
に
つ
い
て

　

三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
マ
跡
地
へ
の

大
規
模
小
売
店
舗
進
出
計
画
に
関
し
、

都
市
再
生
機
構
及
び
大
和
ハ
ウ
ス
株

式
会
社
へ
、
要
請
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
地
域
経
済
へ
の
影

響
を
最
小
限
と
す
る
方
向
で
の
合
意

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
も
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

北
千
住
駅
東
口
の
住
宅
市
街
地
総

域
利
用
施
設
」
へ
の
再
編
と
い
う
新

た
な
施
設
配
置
計
画
の
在
り
方
も
検

証
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
共
財
産
の
活
用
に
つ
い
て

　

従
来
の
施
設
機
能
を
見
直
し
、
他

施
設
と
の
機
能
集
約
・
再
編
が
必
要

と
な
る
た
め
、
需
要
動
向
や
地

域
特
性
、
区
民
の
意
見
等
を
加

味
し
、
国
や
都
、
民
間
の
施
設

も
視
野
に
入
れ
、
検
討
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
中
心
と
し
た
仕
組
み

を
構
築
し
、
リ
フ
ァ
イ
ン
工
法

等
の
新
た
な
手
法
を
駆
使
す
る

等
、
改
築
コ
ス
ト
の
圧
縮
や
維

持
管
理
計
画
の
策
定
に
努
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

最
後
に
、
社
会
・
経
済
情
勢

の
変
化
や
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

計
画
的
な
公
共
施
設
更
新
・
再

配
置
の
方
針
策
定
に
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
求
め
て
本
特
別
委
員
会

の
報
告
と
し
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は「
C
O₂
削
減
」

協
働
施
策
」
「
公
共
施
設
の
温
暖
化

対
策
」
「
区
民
へ
の
啓
発
活
動
」
に

関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

　

小
・
中
学
校
等
一
斉
に
更
新
期
を

合
整
備
事
業
で
は
、
住
民
、
関
係
機

関
と
の
十
分
な
協
議
の
も
と
、
区
が

主
体
的
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
口

駅
前
で
は
、
東
京
電
機
大
学
の
進
出

等
に
よ
り
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
住

民
・
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
等
を

通
じ
、
大
学
と
十
分
な
調
整
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

鉄
道
及
び
バ
ス
路
線
網
の
誘
致
・

拡
充
、
竹
ノ
塚
駅
鉄
道
高
架
化
の
早

期
実
現
に
向
け
た
活
動
を
推
進
し
つ

つ
、
都
市
基
盤
の
整
備
・
充
実
に
向

け
て
、
引
き
続
き
調
査
研
究
を
続
け

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た
決
議
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

度
重
な
る
核
実
験
は
、
追
加
的
な

核
実
験
を
禁
止
し
た
国
際
連
合
安
全

保
障
理
事
会
決
議
第
１
７
１
８
号
や

六
者
会
合
共
同
声
明
に
明
確
に
違
反

し
て
お
り
、
国
際
的
な
核
拡
散
防
止

体
制
に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
る
。

世
界
の
安
全
を
脅
か
す
こ
の
暴
挙
は
、

断
じ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

強
い
憤
り
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。

　

よ
っ
て
足
立
区
議
会
は
、
北
朝
鮮

の
核
実
験
に
対
し
厳
重
に
抗
議
す
る

と
と
も
に
、
北
朝
鮮
が
、
六
者
会
合

に
早
期
・
無
条
件
に
復
帰
し
、
全
て

の
核
兵
器
及
び
核
計
画
の
放
棄
と
、

迎
え
る
施
設
の
改
築
や
大
規
模
改
修

の
機
会
に
、
様
々
な
温
暖
化
対
策
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
区
は
、
先
導
的
に
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
努
め
、
民
間

施
設
の
手
本
と
な
り
、
環
境
対
策
の

積
極
的
導
入
を
促
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

区
民
へ
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て

　

広
報
紙
等
の
活
用
や
、
環
境
関
連

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
啓
発
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
協
働
の
輪
を
広
げ
る
た

め
に
も
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行

い
、
と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
る
仕

組
み
の
構
築
が
必
要
で
す
。

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
区
民
と
の  

協
働
施
策
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
の
協
働
の
担
い
手
を
育

ミ
サ
イ
ル
、
拉
致
な
ど
の
問
題
解
決

に
も
誠
実
に
対
応
す
る
よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
立
区
議
会

足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

　

幹
事
長　
　

吉
岡　
　
　

茂

　

副
幹
事
長　
　

馬
場　
　

信
男

　

同　
　
　
　
　

ほ
っ
ち　

易
隆

足
立
区
議
会
公
明
党

　

幹
事
長　　

前
野　
　

和
男

　

副
幹
事
長　
　

た
き
が
み　

明

　

同　
　
　
　
　

た
が
た　

直
昭

　

同　
　
　
　
　

長
井
ま
さ
の
り

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

　

団　

長　　

鈴
木
け
ん
い
ち

　

幹
事
長　　

ぬ
か
が　

和
子

　

副
幹
事
長　
　

大
島　
　

芳
江

　

同　
　
　
　
　

伊
藤　
　

和
彦

足
立
区
議
会
民
主
党

　

幹
事
長　
　

秋
山
ひ
で
と
し

　

副
幹
事
長　
　

工
藤　
　

哲
也

　

同　
　
　
　
　

お
ぐ
ら　

修
平

特
　

別

委
員
会
の

特
　

別

委
員
会
の

特
　

別

委
員
会

最
終・中
間
報
告（
要
旨
）

最
終・中
間
報
告（
要
旨
）

最
終・中
間
報
告（
要
旨
）

の

観

光

振

興

調

査

特

別

委

員

会

公
共
施
設
更
新
・
再
配
置
調
査

特

別

委

員

会

温
暖
化
対
策
調
査

特

別

委

員

会

交
通
網
・
都
市
基
盤
整
備
調
査

特

別

委

員

会

北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対
し

厳
重
に
抗
議
す
る
決
議
（
要
旨
）

　

５
月
29
日
の
臨
時
会
で
は
、
議

長
・
副
議
長
の
改
選
を
は
じ
め
、

各
委
員
会
委
員
等
の
議
会
構
成
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
会
派
役
員
の
変
更
も

あ
り
、こ
れ
に
伴
い
、広
報
委
員
会

も
新
た
な
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
広
報
委
員
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

（
議　
　
　

長
）  

鴨
下　
　

稔

（
副　

議　

長
）
き
じ
ま
て
る
い

（
議
会
運
営
委
員
長
）
吉
岡     　

茂

馬
場　

信
男　

鈴
木
け
ん
い
ち

ほ
っ
ち
易
隆
　

  

ぬ
か
が
和
子

前
野
　

和
男

 

伊
藤　

和
彦

た
き
が
み
明　

秋
山
ひ
で
と
し

た
が
た
直
昭　

 

工
藤　

哲
也


